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1. 被服構成にお ける縫製は近年素材の多様化に伴い

その技術の高度化 が要求されるようになった。布の厚さ

が縫製技術の優劣に関係があることに着眼し，従来ショ

－ルカラ ーの表衿， ま

わりで0.2cm 程度ひかえるこ とがおこなわれているが材

質に よっては折かえり線のゆ とり分を表衿に加味 する必

要があると考えた。そこでゆとり分をパタ ーン上に展開
し，裏衿，表衿を構成して合じるしを打ち製作実験をし

て よい結果が得られた。

2. 実験材料④厚さのこ となる木綿，化繊 織物，毛織

物，10種。芯地 として不 織布，麻芯，実験項目④布 のズ

レに関 する測定○ パタ ーン製作実験 ⑥裏衿 と表衿同一の

もの ⑥表衿に外まわりのひかえ分を加えたもの⑥表衿に

外まわりのひかえ分 と折山線のゆ とり分を加えたものを

パタ ーンに展開しその効果を見 る。

3. 折かえりのゆとり分すなわちｔ(布の厚さ) πを パ

タ ーンに展 開して製作し た結果，他の二種に くら べて 衿

の落着が よい，しかし厚 さが少 ない もの(0.  2mm~0.  4

ｍｍ程度)には影響が少ないが0. 5mm 以上の材質には外

まわりのかえり分のゆ と り が 必要 で あ る。 素材の剛軟まわりのかえり分のゆ と り が 必要 で あ る。 素材の剛軟

度，伸び，剪断変形などの影響も考えられるが特殊な材

質以外は実際の製作にあ たってはあまり考慮しな くて も

よい のでは ないか と考えられ る。


